　　　　　　　　　　　    意味のある太陽暦---KPL暦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019/9/9  井上圭典　　　　　　　　　
１　はじめに
われわれが現在使っているグレゴリオ暦（太陽暦）の毎月の１日（ついたち）は天文学的な意味がなく、各月の配分日数が不揃いで、大小の置き方が不規則である。19世紀末から20世紀前半までグレゴリオ暦の改暦運動が国際的な規模で起きた。グレゴリオ暦改良点は次の4点である。(1)置閏法、(2)年始、(3)月の配分、(4)曜日の扱いである。全体として太陽年周期を基本枠とするが、政治・経済を主とした社会制度との合理性・利便性を求めたもの。(2), (3)に関しては天文学的な意味は度外視している。これとは別にグレゴリオ暦に関し(2), (3)の天文学的意味を問う疑念がある。これらへの回答は暦学史に掲載されている。
小論は太陽年を対称的に等分する人工的なものでなく、太陽の動きを正確に表現した暦、天文学的な意味をもつ暦の作成構想とその成果を書いた。これは改暦案としては真っ先に一蹴される性格のものである。天文学的に意味がないという暦への批判に対して、意味あるものにした見本の一つとして示した。

構想として毎月のはじめと各月の日数が、ともに天文学的意味をもつ、真の太陽暦と呼ばれるものができないか考えた。そして12ヶ月のはじめが12中気（冬至、大寒、…….、小雪）となるように各月の配分日数を中気間日数に対応させればよいのではないかと。
ユリウス暦はユリウス・カエサル（英語ではジュリアス・シーザー）が導入したもので、７月の欧文名（英語ではJuly）は、このユリウスの名称（英語表記はJulius）に由来している。この改暦の年初を、それまで行われていた冬至に近い朔の日の1月1日（太陰暦）とする慣例に従い、この日をユリウス暦（太陽暦）のBC45年1年1日とした（注1）。ローマ建国紀元709年のことである。カエサルは冬至の日を1月1日にしたかったという（注２）。そしてさらなる改暦を計画していたという（注3）。改暦してから3ヶ月後にカエサルは暗殺されこの計画は無になった。さらに、カエサルは冬至の日を1月1日、春分の日を4月1日、夏至の日を7月1日、秋分の日を10月1日にしたかったのではないかと推理している（注4）。筆者はこの推理を「カエサル（シーザー）の夢」と呼びたい。
この夢の実現可能性はありそうに思えた。理由は、現在、冬至は12月22日頃、春分は3月21日頃、夏至は6月21日頃、秋分は9月23日頃である。それぞれに10日加えると、1月1日頃、3月31日頃、7月1日頃、 10日3日頃になる。これはユリウス暦をグレゴリオ暦に改暦した際に、暦日と春分とを固定する置閏法改正によって「ほぼ」解決した結果である。月初めという条件を取り去ると、カエサルの夢はほぼ実現していたのである。筆者の構想には上記のような前史をヒントとしている。
2 　二至二分にとどまらず中気も月のはじめに持って来る構想
　中気の中に二至二分（冬至、夏至、春分、秋分）は含まれている。中気は太陽が十二宮に入る瞬時であり、これを12ヶ月に対応させる。中気間日数を各月の配分日数にするために、まず中気間日数の計算から取り組む。太陽の黄経をNewcomb の運動理論から計算し、中気の時刻を暦表時で得た。この時刻に9時をプラスしたが、これは日本時にほぼ等しい。1900年～2300年間の中気間日数を計算した結果が第1表である。表値の単位は日。100年経過すると日数が経年変化していることがわかる（注5）。まず短周期の変動を含む計算をし、これから数値計算の手法でトレンドを抽出した。第1表の値は各年初近くのものである。これを基にしてできた暦を、仮にKPL暦と呼ぶ。KPLとはケプラーの名から取った。
なおカエサルの改暦時の二至二分の日付は、冬至BC46年12月24日、春分BC45年3月24日、夏至6月26日、秋分9月26日であった（年月日は遡行ユリウス暦）。現代の計算によれば、冬至に近い朔はBC45年1月2日2時（地方視太陽時）頃となる。カエサルの時代では朔の予報は1月1日となっていた。当時の暦法では許容される精度であろう。
それはともかくとして、カエサルが周囲の反対を押し切って冬至の日を1月1日にしたとすると、春分は4月1日、夏至は7月3日、秋分は10月4日となる。このばらつきは毎月の配分日数が太陽の運行に即していないからである。各月の配分に手を加えれば、更に理想に近づいたであろう。小論は第1表を基に各月の配分日数を新たに設定することにした。
３．前提と準備段階
　　　　　　　　　　　　　第1表　中気間日数の経年変化
	中気端点
	黄経区間（°）
	1900年
	2000年
	2100年
	2200年
	2300年
	平均

	冬至
	270～300
	29.4428
	29.4439
	29.4456
	29.4484
	29.4521
	29.4465

	大寒
	300～330
	29.6037
	29.5901
	29.5773
	29.5651
	29.5541
	29.5781

	雨水
	330～0
	29.9845
	29.9593
	29.9349
	29.9107
	29.8876
	29.9354

	春分
	0～30
	30.4915
	30.4610
	30.4311
	30.4009
	30.3713
	30.4312

	穀雨
	30～60
	30.9926
	30.9650
	30.9375
	30.9092
	30.8810
	30.9370

	小満
	60～90
	31.3483
	31.3315
	31.3142
	31.2960
	31.2771
	31.3134

	夏至
	90～120
	31.4547
	31.4535
	31.4517
	31.4488
	31.4448
	31.4507

	大暑
	120～150
	31.2794
	31.2943
	31.3083
	31.3217
	31.3337
	31.3075

	処暑
	150～180
	30.8751
	30.9015
	30.9271
	30.9528
	30.9771
	30.9267

	秋分
	180～210
	30.3587
	30.3892
	30.4192
	30.4495
	30.4793
	30.4192

	霜降
	210～240
	29.8719
	29.8982
	29.9245
	29.9516
	29.9786
	29.9250

	小雪
	240～270
	29.5397
	29.5553
	29.5712
	29.5882
	29.6057
	29.5720

	
	検査用合計
	365.2429
	365.2428
	365.2426
	365.2429
	365.2425
	365.2427


　　　　　　　　　　　　　　第2表　各月の配分日数の決定
	中気
	KPL暦の月
	中気間平均日数
	累計 A
	月の配分日数
	累計　B
	A－B

	冬至
	1月
	29.4465
	29.4465
	29
	29
	-0.4465

	大寒
	2月
	29.5781
	59.0246
	30
	59
	0.0246

	雨水
	3月
	29.9354
	88.9600
	30
	89
	‐0.0400

	春分
	4月
	30.4312
	119.3912
	30
	119
	-0.3912

	穀雨
	5月
	30.9370
	150.3282
	31
	150
	-0.3282

	小満
	6月
	31.3134
	181.6416
	31
	181
	-0.6416

	夏至
	7月
	31.4507
	213.0923
	32
	213
	0.0923

	大暑
	8月
	31.3075
	244.3998
	31
	244
	0.3998

	処暑
	9月
	30.9267
	275.3265
	31
	275
	0.3265

	秋分
	10月
	30.4192
	305.7457
	30
	305
	-0.7457

	霜降
	11月
	29.9250
	335.6707
	30
	335
	-0.6707

	小雪
	12月
	29.5720
	365.2427
	30
	365
	0.2427


　グレゴリオ暦法の置閏規則には手を加えない。また1年間は365日と366日の2種とするのも変わらない。すなわち4年間は1461日であるとして暦を作る。4年間は365日、365日、365日、366日の小周期からなっている。ユリウス暦平均年数365.25日をグレゴリオ暦平均年数365.2425日にするため400年間に3回、4年間の平均年数は365.0日にする。400年間に3回、1年365日の年が7年間続く。KPL暦もこの影響を受ける。ユリウス暦の周期は1461日であるが、グレゴリオ暦の周期は実に146097日なのである。日にちの数え方を目盛り尺に譬えれば、等間隔の目盛り幅1461の中に時々幅1460の目盛りが刻まれている。このようなムラがある暦法である条件下で各月の配分日数を決めねばならない。
第2表は第1表の最右列のデータを基に各月の配分日数と、これを決めた過程、累計誤差評価を示したものである。これを平年第1年目のデータとする。この表は、冬至の時刻がKPL暦の1月1日0時に一致した時を仮定している。閏年の場合は、1月を 30日間 とし、グレゴリオ暦の12月22日をKPL暦では翌年の1月1日とした。グレゴリオ暦からKPL暦への転換は何時でもよい。古代ローマ暦以来、日付の替わり目は真夜中の0時であった（注5）。
４　適用例
				第3表　実例
					
	中気
	黄経（°）
	KPL暦
	2000
	2001
	2002
	2003
	2004
	2005
	2006
	2007
	2008

	　
	　
	月日
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年

	冬至
	270
	1月1日
	0
	-1
	0
	0
	0
	-1
	0
	0
	0

	大寒
	300
	2月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	雨水
	330
	3月1日
	-1
	-1
	0
	0
	-1
	-1
	0
	0
	-1

	春分
	0
	4月1日
	-1
	-1
	0
	0
	-1
	-1
	0
	0
	-1

	穀雨
	30
	5月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	小満
	60
	6月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	夏至
	90
	7月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	 0
	1
	0

	大暑
	120
	8月1日
	-1
	0
	0
	0
	-1
	0
	0
	0
	-1

	処暑
	150
	9月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	秋分
	180
	10月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	霜降
	210
	11月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	小雪
	240
	12月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	0

												
											
	中気
	黄経（°）
	KPL暦
	2100
	2101
	2102
	2103
	2104
	2105
	2106
	2107
	2108

	　
	　
	月日
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年

	冬至
	270
	1月1日
	-1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	大寒
	300
	2月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	-1
	1
	1

	雨水
	330
	3月1日
	-1
	0
	0
	0
	-1
	0
	-1
	0
	-1

	春分
	0
	4月1日
	-1
	0
	0
	0
	-1
	0
	0
	0
	-1

	穀雨
	30
	5月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	小満
	60
	6月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	0
	0
	0

	夏至
	90
	7月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	1
	1
	0

	大暑
	120
	8月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	-1

	処暑
	150
	9月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	秋分
	180
	10月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0

	霜降
	210
	11月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	1
	1
	0

	小雪
	240
	12月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	1
	1
	0

												
												
	中気
	黄経（°）
	KPL暦
	2200
	2201
	2202
	2203
	2204
	2205
	2206
	2207
	2208

	　
	　
	月日
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年
	年

	冬至
	270
	1月1日
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1

	大寒
	300
	2月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	1
	1
	0

	雨水
	330
	3月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	春分
	0
	4月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	穀雨
	30
	5月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	1
	1
	0

	小満
	60
	6月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	  -1

	夏至
	90
	7月1日
	0
	1
	1
	1
	0
	-1
	1
	1
	0

	大暑
	120
	8月1日
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	処暑
	150
	9月1日
	0
	0
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	秋分
	180
	10月1日
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	霜降
	210
	11月1日
	0
	1
	1
	1
	0
	1
	1
	1
	0

	小雪
	240
	12月1日
	0
	1
	1
	0
	0
	1
	1
	1
	0


	


　第3表は転換の実例である。月日はKPL暦の月、日である。カエサルが構想したとされる二至二分が月のはじめに来ていることも見てとれよう。表値が0の場合、中気を含む日が各月の1日となり、－1の場合は1日の前日、1の場合は翌日となることを意味する。KPL暦では毎月1日は中気の日とほぼ一致すると言える。
太陽暦であるKPL暦は天文学的な意味がある暦である。「カエサルの夢」は実現したのではないか。
５　おわりに
　小論の目的は、改暦の主張ではない。筆者が若年の頃、球面天文学（位置天文学）の教科書、参考書などには、必ず、「世界暦」の紹介が載っていた。シンプルでビジネスライクな面が強い。1年間の基幹周期を364日とし、1年間を4季に分割し、各季は91日に等分される。各季は更に31,30,30日に細分され3ヶ月とする。各日には同じ曜日が固定される。各季は91日で13週にも分割できるからである。（364=4×7×13を巧みに利用しているが、天文の問題が算数の問題にすりかわっている。）平年は365日であるから余分の日を12月31日とし世界休日とする。閏年は366日であるから、更に6月31日を加えて閏日とする。世界休日も閏日も曜日がついてないので、1月1日を必ず日曜日にすることができる。年とは無関係な不変暦となる。世界暦推進運動体（注2）が戦前は国際連盟に、戦後は国際連合に働きかけ、国連も動かされたが、採択までには至らなかった。世界暦は立ち消えとなった（注7）。
世界暦では月の日数を30日と31日に整理し、年を4等分した。KLP暦の立場からすると、月の日数を30, 31の二つに絞るのは、本来29, 30, 31, 32日の範囲で変動させることで、太陽の運行に合わせようとする試みには反する。天文学的な合理化と社会制度に合う合理化とは相反する。古代中国では太陰暦に季節指標の中気を取り込んだ。当初は単純な「周期の等分割」であったが、「角度の等分割」へと季節に合わせる合理化の歴史をもつ。この観点からすると、世界暦は定気暦から平気暦への先祖帰りの観がする。KPL暦は太陽暦を太陰暦仕様で作り替えた。太陰暦のついたちが意味あるように、太陽暦のついたちも意味があるように仕立て直したものである。古代中国の「合理化」の歴史に従ったもので、是非このような暦を作って見たかった。それが「カエサルの夢」の実現にもなった。
　ユリウス暦は、はじめ8月は30日であったが、カエサルの後を継いだローマの初代皇帝アウグストゥス（Augustus）によって、2月の日数を1日減らし、8月を31日にしたと伝えられていた。アウグストゥスは8月の欧文月名（英語ではAugust）に名を遺している。しかし、その後古代遺跡の発掘によって、アウグストゥス帝政時代以前から８月は31日であったことが判明した（注1, p. 50）。ならば大小の順が何故「ニシムクサムライ」であるのかの疑問が深まる。冬季の月数を減らし、夏季の日数を増やしていることは、秋分-冬至-春分の期間が約179日、春分-夏至-秋分の期間が約186日であることを知っていたのではないか（注8）。今回の作業をしつつそのような感想をもった。
すでに小論と同様な構想を抱き、実行して世に出されているかも知れない。筆者がそれを知らないことだけかも知れない。それで、この小論のため無駄骨を折り、時間の浪費をしているのではないかとの危惧はあった。徒労でなかったことを願っている。
追記
小論を掲載するにあたり、金澤輝雄さん、久保良雄さん、佐々木稔さんの3氏から文章の改訂コメントをいただきました。データそのものの責任は筆者にありますが、誤字、脱字、人名の統一、用語の不適切部分の改訂、誤解されやすい表現の訂正など、編暦課創設100年を記念して書いたということで、それにふさわしく、文章を練り直していただきました。あらためて深く御礼申し上げます。
注1
・“General Astronomy” by H. Spencer Jones, 1924、p. 70

　スペンサー・ジョーンズは地球自転の遅れを数式化した元祖である。世界時、暦表時、力学時への道備えをした人物。
注2
・『時と暦』エリザベス・アカエリス著、日本暦法協会訳、昭和30年（1955年）、p. 51
  これは世界暦（The World Calendar）の啓蒙書。
注3
・『暦をつくった人々』デイヴィット.E.ダンカン著、松浦俊輔訳、1998年、p. 58
注4
・『時と暦』青木信仰著、1982年、p. 91

　あとがき部分に『暦法及時法』平山清次著、1943年の後続編のような意図があることを窺わせている。

注5
　中気とは太陽の黄経
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が決められた角度に達する時刻である。黄経は簡略化すると
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によって計算する。
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は100年間に1.719°移動し、20942年経つと元の位置に戻るほどゆっくりと動く。
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は1年間に約360°回転する。例えば2000年の中気が
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、2100年の中気が
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であったとすれば、
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となる。同じ中気すなわち同じ黄経にある瞬時であっても楕円軌道上で
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に違いが生じる。ケプラー運動では
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に応じて軌道上の速度がちがう。
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における速度と、
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における速度が僅かではあるが違う。太陽が30°を動くための日数は、100年間隔たると僅かながらも変動する。
暦という「固定した鋳型」を作るに際し障害となる現象である。
KPL暦各月の配分日数は固定しなければならない。変動するのがわかっていても固定せざるをえないのが暦の宿命である。固定するが故に数千年経過すると第３表の数値から0が消えてゆくであろう。
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は20942年経つと元の位置に戻る。1745年経過すると
[image: image13.wmf]v

は
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増加する。12の中気間日数が
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であったものが、1745年後には
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となり、3490年後には
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となる。
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は1太陽年で変化しないが、各季節の長さが変わるのである。この小論のテーマに即して言えば、KPL暦の各月配分日数を上記の循環に応じて変えて行かねばならない。それはできない。暦法の伝統は、適当に閏年、閏月、閏日を挿入することで、天文現象周期に適合させてきた。
冬至から春分、春分から夏至、夏至から秋分、秋分から冬至までの日数が年を追うごとに僅かずつではあるが変化することを古代人も知っていた。にもかかわらず４者を足し算した太陽年が一定である。これは古代の天文学者を悩ませた問題であった。太陽年、朔望月は精度よく求まり、メトン周期、サロス周期、歳差（春分点の移動）などがすでに発見されていた時代ではあったが。
注6
・『暦の歴史』ジャクリーヌ・ド・ブルゴワン著、南条侑子訳、2004年、p. 29
注7
2004年、世界暦の基幹周期（364日）に閏週とも呼ぶべき7日間を5, 6年に1回挿入する案が出された。提案者はNASAの職員OBで天体物理学者である。1996年に他者が提起された改暦案のヴァージョンアップである。同様な案はすでに1920年台に提起され、国際的な改暦委員会で採択されなかった。1年間が364日と371日の2種類からなるもので、とても実用にならないということであった。7の倍数日に拘りすぎて、他を顧慮していない。太陽年の周期は変更できないが、世界暦の亜種のような周期分割案の続出が止まない。日本に限ると、ひと月を30日と31日に限定したグレゴリオ暦修正案がいくつか、今でも提案されている。
注8
BC100年頃の秋分>冬至>春分の期間は178.966日、春分>夏至>秋分の期間は186.355日であった。
グレゴリオ暦の9月1日から2月28日までの日数は181日、3月1日から8月31日までの日数は184日である。KPL暦の10月1日から 3月30日までの日数は180日、4月1日から9月31日までの日数は185日である。夏季(昼間が夜間より長い期間)の日数が冬季（夜間が昼間より長い期間）の日数より長いのが「理」であるのであれば、それに合わせて各月の日数配分を決めるのは「合理的」で、機械的な等分は「不合理」であろう。グレゴリオ暦は不十分ながら合理的な暦を目指し、一見不可解な操作に見えるが、2月の日数（冬季の日数）を減らし、8月の日数（夏季の日数）を増やしたのではないか。
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